
佐
 
中
 
忠
 
司
 
 

西
 
村
 
孝
 
之
 
 

は
じ
め
に
 
 

熊
野
町
の
人
〓
や
穫
業
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
か
守
り
ず
し
も
充
分
に
整
備
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
 
 

い
。
い
卑
今
綬
あ
ら
た
め
て
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
あ
ら
た
な
資
料
の
発
掘
と
整
珊
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
熊
野
町
 
 

役
場
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
統
計
報
筈
事
跡
」
等
（
明
治
二
∵
ゃ
か
ら
同
四
四
年
ま
で
）
を
中
心
と
し
て
、
明
治
期
の
人
口
と
産
業
 
 

に
つ
い
て
概
観
す
る
。
な
お
、
熊
野
村
の
中
心
産
業
で
あ
る
筆
の
生
撞
に
つ
い
て
は
、
別
稲
を
ヱ
正
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
割
愛
 
 

す
る
。
 
 
 

町
艮
は
じ
め
読
ポ
の
方
々
で
記
載
わ
内
容
に
つ
い
て
お
気
付
の
占
州
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
わ
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
 
 

ま
た
、
熊
野
町
の
歴
史
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
さ
ま
ぎ
ま
な
写
真
・
資
料
竿
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
り
、
所
在
を
ご
存
知
の
方
は
、
 
 

ぜ
ひ
と
も
情
報
を
お
よ
せ
卜
さ
る
よ
う
わ
願
い
し
ま
す
。
 
 

明
治
期
に
お
け
る
熊
野
村
の
人
口
 
 

人
口
及
び
戸
数
 
明
治
期
後
半
に
お
け
る
熊
野
村
の
人
口
及
び
戸
数
の
変
動
は
図
①
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
人
じ
は
ほ
ぼ
六
～
七
 
 
 

明
治
期
に
お
け
る
熊
野
村
の
人
口
と
産
業
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千
人
、
戸
数
は
千
二
百
⊥
二
百
戸
で
あ
る
。
人
口
は
全
般
的
に
順
調
に
増
加
し
て
い
る
が
、
 
 

戸
数
に
は
い
く
度
か
の
増
減
が
見
ら
れ
る
。
明
治
二
九
年
か
ら
同
三
一
年
に
か
け
て
と
同
三
 
 

五
年
か
ら
同
三
七
年
に
か
け
て
の
二
度
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
。
後
者
の
減
少
は
、
日
露
 
 

戦
争
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
二
度
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
 
 

は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
戸
当
り
の
人
口
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え
 
 

ば
明
治
二
〇
年
の
そ
れ
が
五
二
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
四
〇
年
の
そ
れ
は
六
・
〇
人
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
村
へ
の
人
口
の
出
入
は
表
皿
の
と
お
り
で
あ
る
。
他
府
県
、
他
郡
市
へ
出
て
行
く
者
 
 

が
毎
年
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
失
踪
人
も
一
〇
〇
人
以
上
と
多
い
。
外
国
へ
 
 

移
民
と
し
て
出
て
行
く
者
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
と
し
て
一
時
的
に
外
国
に
渡
る
老
 
 

も
い
た
。
そ
の
出
様
先
は
、
布
畦
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
あ
 
 

っ
た
。
他
へ
出
て
行
く
人
じ
は
年
ご
と
に
多
く
を
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
他
か
ら
入
っ
て
 
 

く
る
人
口
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
を
く
、
年
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
出
て
行
く
人
口
に
 
 

は
及
ば
な
い
。
だ
か
ら
両
者
を
さ
し
引
く
と
毎
年
三
〇
〇
人
以
上
の
人
口
が
流
出
し
て
い
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
熊
野
村
の
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

本
籍
人
族
別
の
人
口
は
表
回
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
士
族
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
と
 
 

ん
ど
は
平
民
で
あ
る
。
戸
主
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。
男
性
と
女
性
の
人
口
を
比
べ
る
と
 
 
蓑田 熊野村の人口出入  

出  人  
明治             外 国  他府県  他郡市  陸海軍  他田丁村  休1人   他府県  他郡市  他町村   
失踪人        年  行  出寄留  出寄留  在営監老  出寄留  懲役人   入寄留  入寄留  人寄留   
20  

26  17  104  83  10  18  4  100  田  42  43   
27  26  106  74  33  16  3  108  18  54  48   
28  Z3  109  80  16  38  8  111  18  60  48   
29  31  138  1Z9  14  41  6  113  23  73  48   

30  26  173  167  16  47  ロ  112  22  78  76   

50   



後
者
が
前
者
よ
り
多
く
、
お
よ
そ
一
、
0
0
0
人
程
の
差
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

農
家
人
員
、
戸
数
 
こ
の
全
人
口
、
全
戸
数
に
対
し
て
、
農
家
人
員
及
び
農
家
戸
数
の
 
 

占
め
る
割
合
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
行
年
八
割
～
九
割
、
年
に
よ
っ
て
は
す
ペ
て
が
農
家
 
 

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
七
、
三
八
年
の
禦
料
で
は
農
家
人
H
及
び
 
 

戸
数
が
、
全
人
口
∴
〃
数
よ
り
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
誤
記
に
よ
る
も
 
 

の
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
 
 

農
家
人
‖
数
は
、
図
②
の
と
お
り
で
数
回
の
大
き
を
変
動
が
み
ら
れ
る
。
明
治
三
〇
年
 
 

の
農
客
人
＝
日
数
は
、
前
年
に
比
べ
約
凹
割
強
滅
の
三
、
六
〇
〇
人
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
 
 

後
明
治
三
た
年
ま
で
は
は
ぼ
そ
の
数
で
安
定
し
て
い
る
が
、
同
三
五
年
か
ら
同
三
七
年
の
 
 

一
一
年
間
で
六
、
七
重
二
人
へ
と
一
・
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
増
加
は
、
小
作
 
 

兼
業
者
と
自
作
専
業
者
の
増
大
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
四
一
年
ま
で
六
、
八
〇
〇
人
 
 

前
後
で
安
定
期
が
続
く
。
し
か
し
、
合
計
の
う
え
で
は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
図
②
か
 
 

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
自
小
作
専
兼
業
者
の
数
は
か
を
り
変
動
し
て
い
る
。
こ
の
安
定
期
は
 
 

同
円
一
年
に
終
わ
り
、
同
四
二
年
に
は
三
、
四
五
三
人
へ
と
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
時
別
 
 

に
、
農
家
人
員
数
に
は
安
定
期
が
二
回
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
も
つ
意
味
は
、
同
じ
「
安
定
」
 
 
 

期
と
は
い
っ
て
も
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の
安
定
期
と
二
つ
め
の
安
定
期
 
 

と
に
は
農
業
人
〕
の
大
き
な
差
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

表回 本籍人族別（熊野村）  

明治  平 民  合 計  
年                 戸 主   家 族   戸 主  家 族  戸 主  家 族  
男  女  男  女  男  女  男  女  ノブ  女  男  女   

20  3  ロ  12  4  1，232  41  1，964  2，868  1，Z35  42  1，966  2，872   

26  5  2  10  1，226  50  2，042  2，920  1，231  50  2，044  2，930   

28  4  ロ  3  1，256  57  1，985  2，920  1，Z60  57  1，986  2、923   

29  4  ロ  ロ  1，271  59  2，004  2，960  1，275  59  2，005  2，961   

30  5  2  5  1，290  51  2，038  3、012  1，Z95  51  2，040  3，017   
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農
家
人
員
数
の
こ
の
よ
う
な
変
動
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
明
治
二
一
年
の
資
料
に
、
「
（
農
家
人
員
が
）
前
年
二
大
 
 

差
7
ル
ハ
前
年
ハ
村
外
こ
出
様
人
数
多
ア
リ
本
年
ハ
稼
先
0
0
不
景
気
ゴ
リ
0
0
テ
農
二
就
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
 
 

当
時
の
景
気
の
良
し
恋
し
が
変
動
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
を
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
景
気
が
良
け
れ
ば
出
様
 
 

人
が
増
え
農
業
に
就
く
人
が
少
な
く
を
り
、
景
気
が
悪
い
と
出
稼
ぎ
先
が
限
ら
れ
家
で
農
業
を
す
る
こ
と
に
を
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
農
家
戸
数
の
変
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
家
人
員
数
の
変
動
と
期
を
一
に
し
て
は
ば
同
じ
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
図
①
。
た
 
 

だ
明
治
四
一
～
凹
三
年
に
お
い
て
農
家
人
［
H
が
か
を
り
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
家
戸
数
に
は
変
動
が
み
ら
れ
な
い
。
ニ
れ
は
 
 

こ
の
時
期
に
農
家
が
転
業
あ
る
い
は
転
出
し
た
の
で
は
を
く
、
海
外
移
民
等
で
働
き
手
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

変
動
の
中
味
で
あ
る
が
、
明
治
三
五
⊥
二
六
年
に
か
け
て
の
二
一
三
戸
の
減
少
は
、
自
作
兼
業
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
 
 

明
治
三
六
～
三
七
年
に
か
け
る
室
ハ
九
戸
の
増
加
は
、
自
作
専
業
の
増
加
を
中
心
に
小
作
専
・
兼
業
の
増
加
に
よ
っ
て
い
る
。
明
治
 
 

三
九
年
以
後
同
E
三
年
ま
で
は
、
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
作
尊
兼
業
・
小
作
専
兼
業
戸
数
に
ほ
と
ん
ど
変
動
が
み
ら
れ
 
 

を
い
か
ら
で
あ
る
。
農
竺
戸
当
り
の
農
家
人
員
を
単
純
平
均
で
算
出
す
る
と
明
治
三
六
年
～
四
一
年
に
か
け
て
は
六
人
で
あ
る
が
 
 

他
は
三
～
四
人
で
あ
る
。
 
 
 

人
夫
の
人
口
 
熊
野
村
の
人
夫
年
齢
別
人
口
の
推
移
の
様
子
は
、
岡
④
の
と
お
り
で
あ
る
。
人
夫
の
合
計
は
、
明
治
二
七
年
か
ら
 
 

同
三
三
年
に
か
け
て
七
四
五
人
か
ら
二
、
〇
六
一
人
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
六
年
間
で
一
、
三
一
六
人
の
憎
叫
二
・
八
倍
と
 
 

急
激
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
伸
び
は
、
一
七
歳
1
二
〇
歳
及
び
四
五
歳
～
五
〇
歳
ま
で
の
年
齢
層
の
人
夫
が
増
加
し
た
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
伸
び
は
、
同
三
三
年
で
止
ま
り
、
同
三
五
年
ま
で
は
横
ば
い
、
そ
し
て
同
三
七
年
に
は
五
四
一
人
減
の
一
、
 
 

五
二
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
一
七
歳
1
ニ
○
歳
、
三
〇
歳
～
四
五
歳
、
四
五
歳
～
五
〇
歳
の
各
年
齢
層
が
一
様
に
 
 

54   



表国 民業調査表（明治42年）  

表回 商売戸数（明治20年12月31日現在）  
御  売  仲  売  小  売  
熊野村  市街ナシ  熊野村  市街ナシ  熊野村  市街ナシ   

衣服類  
酒 敷  10  
昧【昏，粥こ油，酢  
」寂，麦軋相  14  
乾物青物葉物類  
薬子類  Z6  
筆，悪紙及文具類  4  228  
雑 種  57  
その他ナシ  
A 計   4  361  

熊
野
村
の
就
業
構
成
 
 
 

民
業
別
戸
数
 
熊
野
村
の
民
業
別
戸
数
構
成
を
み
て
み
る
と
明
 
 

治
四
二
年
に
お
い
て
は
表
団
の
よ
う
に
を
る
。
本
業
で
は
農
業
が
 
 

全
体
の
七
割
を
占
め
て
だ
ん
ぜ
ん
多
い
。
こ
れ
に
対
し
兼
業
で
は
、
 
 

工
業
が
七
割
強
を
占
め
て
お
り
工
業
の
兼
業
率
が
非
常
に
高
い
こ
 
 

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
な
ど
に
よ
る
影
響
で
あ
ろ
う
 
 

か
♂
そ
の
後
、
同
凹
二
年
ま
で
∵
五
〇
〇
人
あ
ま
り
で
各
年
齢
 
 

層
も
そ
れ
ぞ
れ
、
六
四
五
人
、
二
二
四
人
、
六
一
一
∵
八
人
で
変
化
が
 
 

み
ら
れ
を
い
。
 
 

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
副
 
 

菜
と
し
て
の
製
筆
業
が
た
 
 

い
そ
う
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
 
 
 

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

明
治
二
〇
年
に
お
け
る
 
 
 

商
売
戸
数
は
表
回
の
よ
う
 
 

で
あ
っ
た
。
小
売
で
は
、
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熊
野
村
の
田
畑
 
 
 

熊
野
村
の
自
小
作
地
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
図
⑤
の
と
お
り
で
あ
る
。
自
作
地
と
小
作
地
と
は
、
明
治
二
〇
～
四
三
年
の
間
に
お
 
 

い
て
、
対
応
し
た
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
二
六
年
と
同
三
四
年
と
を
比
べ
る
と
、
自
作
地
は
六
八
〇
段
余
り
減
少
し
て
 
 

い
る
の
に
対
し
て
、
小
作
地
は
七
六
〇
段
は
ど
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
四
〇
年
ま
で
は
両
方
と
も
そ
れ
ほ
ど
変
動
が
を
い
。
同
 
 

四
一
年
に
な
る
と
自
作
地
は
約
六
六
〇
段
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
小
作
地
は
八
〇
〇
段
減
少
し
て
い
る
。
前
者
の
変
動
は
自
作
 
 

地
が
小
作
地
へ
、
そ
し
て
後
者
の
そ
れ
は
、
小
作
地
が
自
作
地
へ
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

自
作
地
と
小
作
地
の
割
合
は
、
明
治
二
〇
、
二
一
、
二
六
、
四
一
～
四
三
年
に
お
い
て
は
お
よ
そ
七
対
三
（
七
一
％
対
二
九
％
）
 
 

で
あ
る
の
に
対
し
、
同
三
四
年
～
四
〇
年
に
か
け
て
は
」
ハ
対
四
（
五
八
％
対
四
二
％
）
と
を
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
小
作
地
の
割
 
 

合
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

単
純
平
均
で
み
る
と
、
自
作
の
一
戸
当
り
の
耕
地
面
積
は
ほ
ぼ
五
～
六
段
で
一
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
小
作
の
そ
れ
は
、
六
 
 

ロ
用
品
関
係
の
も
の
が
い
く
ら
か
み
ら
れ
る
も
の
の
筆
、
羞
、
紙
及
び
文
具
類
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
卸
売
、
仲
売
 
 

で
も
ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
に
関
係
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
質
屋
が
一
軒
み
ら
れ
た
。
 
 
 

熊
野
村
の
職
工
に
つ
い
て
は
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
は
、
蹄
鉄
工
、
大
工
、
船
大
工
、
鍛
工
、
石
工
、
車
工
、
銃
工
、
 
 

穴
掘
工
、
桶
工
、
泥
工
、
木
挽
、
茅
屋
、
茅
屋
根
茸
、
靴
工
、
鞍
工
、
縫
工
、
薬
子
づ
く
り
の
職
工
そ
し
て
筆
づ
く
り
の
職
工
が
い
 
 

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
筆
づ
く
り
の
職
工
数
は
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
他
に
、
医
師
、
獣
医
、
水
煮
汽
船
員
、
舟
夫
、
人
夫
、
材
木
商
を
ど
も
み
ら
れ
た
。
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主
要
農
産
物
 
熊
野
村
に
お
け
る
農
産
物
の
う
ち
主
要
品
目
の
推
移
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
 
 
 

米
及
び
麦
三
種
の
作
付
段
別
、
収
穫
高
の
推
移
は
図
⑥
、
⑦
の
よ
う
で
あ
る
。
作
付
段
別
に
つ
い
て
は
、
米
は
、
明
治
三
九
年
に
 
 

変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
〓
正
で
あ
る
。
裸
麦
は
、
全
般
的
に
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
大
麦
は
、
明
治
二
九
年
～
三
三
 
 

年
に
か
け
て
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
る
が
ほ
ぼ
〓
正
で
あ
る
。
小
麦
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
と
る
に
足
ら
な
い
面
積
で
あ
る
。
田
畑
別
 
 

に
作
付
段
別
を
み
て
み
る
と
、
裸
麦
、
小
麦
は
田
地
の
方
が
多
く
、
大
麦
は
畑
地
の
方
が
多
い
。
 
 

一
方
収
穫
高
に
つ
い
て
は
、
米
は
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
三
、
四
年
ご
と
に
収
穫
高
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
作
付
 
 

面
積
が
一
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
原
因
は
、
天
候
の
良
し
悪
し
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
明
治
二
八
年
の
熊
野
村
農
業
年
 
 

報
に
「
夏
期
大
草
魅
二
テ
○
苗
ノ
枯
レ
タ
ル
モ
ノ
多
ク
シ
テ
大
害
ヲ
見
回
テ
平
年
作
二
比
ス
レ
ハ
美
大
ノ
大
害
ア
リ
ト
云
ヘ
リ
」
と
 
 

い
う
記
述
が
あ
る
。
た
だ
、
変
動
が
あ
る
と
は
い
え
、
年
を
お
う
ご
と
に
増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
梗
米
が
主
で
精
米
は
、
多
い
 
 

年
で
も
七
百
石
程
度
、
陸
稲
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。
裸
麦
も
年
に
よ
っ
て
変
動
が
み
ら
れ
る
が
米
ほ
ど
で
は
 
 

段
台
か
ら
三
段
台
へ
と
わ
ず
か
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
作
専
業
が
ふ
え
た
 
 

こ
と
と
、
小
作
地
が
明
治
四
〇
年
～
四
一
年
に
か
け
て
か
な
り
減
少
し
た
こ
と
に
よ
っ
 
 

で
い
る
。
 
 

自
作
地
、
小
作
地
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
畑
地
の
占
め
る
割
合
は
、
田
地
に
比
べ
 
 

て
か
な
り
低
い
。
 
 

熊
野
村
の
農
産
物
 
 

表匡】一戸当りの耕地面積  
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表国 産米輸出米消費米調（熊野村）  

消 費 米教 笠  
産 出 高  輸 出 高  

本 県 米  他府県及び外国米   
明治35年  5，685．504  1，080，000  4，605．504豆  

36  5，986，550  1，050，000  4，936．550   

37  6，000，000  1，100，DOO  4，900，000   

表呵 責巨野村の沼地及び水路（明治12年12月31日）  

表［司 一毛・二毛作田地（熊野村）  

一 毛 作  二 毛 以 上 作  
合 舐  

睾乞 田  湿 田  計  普通ノ裏作  緑肥裏作  計   
明治36年  434．7  254．5  

37  689．2  

38   4Z．5  458   500．5   

39  42．5  458  500．5  1899．7  1899．8  3799，5  4300  

40  42．5  485  500．5  1899．7  1899．8  3799．5   

41  116．0  二3018   4351                        173  3191   

表［司 牛馬耕をなす田畑（熊野村）  

牛馬耕ヲ為ス  牛馬耕ヲ為サザル  合  計  

田   畑   田   畑   田   畑   
明治36年  434．7  146．0   434．7  146．0段   

37  434．7  146．0  434．7  146．0   

38  4000   1000  300   250  4300  1250   

39  4000   1000   300   250   4300  1250   

40  4000   1000   300   Z50   4300  1250   

41  4351   1318  4351  1318   
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な
い
。
大
麦
は
ほ
ぼ
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
小
麦
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

ま
た
裸
麦
、
小
麦
に
つ
い
て
は
、
田
地
か
ら
の
収
穫
が
高
く
、
大
麦
に
つ
い
て
は
畑
地
か
ら
の
収
稽
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
段
当
り
の
収
穫
高
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
田
地
の
万
が
一
～
八
斗
あ
ま
り
高
く
を
っ
て
い
る
。
 
 
 

米
麦
の
段
当
り
の
収
穫
高
を
み
て
み
る
と
、
米
は
明
治
三
五
年
噴
ま
で
は
平
均
丁
二
石
で
あ
っ
た
が
、
同
三
六
年
以
後
丁
八
 
 

石
に
は
ね
上
が
っ
て
い
る
。
裸
麦
も
ま
た
明
治
三
七
年
を
さ
か
い
に
急
増
（
〇
・
八
石
1
二
・
〇
石
へ
）
し
て
い
る
。
大
麦
で
も
同
 
 

じ
ょ
ぅ
を
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
頃
、
栽
培
技
術
の
向
上
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

稲
の
苗
代
は
、
明
治
四
〇
年
に
お
い
て
ほ
ぼ
千
ケ
所
あ
り
、
本
田
へ
の
植
え
付
け
は
、
早
い
も
の
で
六
日
一
日
、
最
も
遅
い
も
の
 
 

で
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
 
 
 

熊
野
村
に
お
け
る
産
米
、
輸
出
米
、
消
費
米
高
は
蓑
固
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
村
で
は
そ
の
地
理
的
環
境
か
ら
水
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
農
業
用
と
し
て
の
溜
池
が
多
く
、
水
路
も
整
備
さ
れ
 
 

て
い
た
（
表
見
）
。
 
 
 

そ
の
他
の
農
産
物
 
米
、
麦
と
い
っ
た
主
要
な
農
産
物
を
除
い
て
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
 
 

農
産
物
と
し
て
、
大
豆
、
小
豆
、
蚕
豆
、
琴
丘
、
蕎
麦
、
甘
藷
、
東
、
笑
納
を
ど
が
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
他
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
生
産
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
、
育
芋
、
筍
蓮
根
、
南
瓜
、
茄
子
、
漬
菜
、
濁
菊
芋
、
筍
蕪
叢
、
平
 
 

茎
、
人
参
、
羅
蘭
、
馬
鈴
▲
評
芋
、
黍
、
玉
筍
黍
、
藍
糞
、
茶
、
菜
種
、
煙
草
、
楢
皮
、
爪
畦
薯
、
故
蘇
葡
、
午
房
、
苧
を
ど
が
あ
っ
 
 

た
。
茶
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
番
茶
で
あ
り
、
栽
培
戸
数
は
七
百
戸
も
あ
っ
た
が
、
作
付
面
積
は
山
○
段
以
下
で
そ
の
価
額
は
 
 

三
五
〇
銭
あ
ま
り
と
わ
ず
か
で
あ
っ
た
（
図
⑧
～
⑲
）
。
な
お
、
漬
物
、
梅
干
等
の
収
穫
高
の
推
移
は
図
⑫
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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畜
産
物
・
家
禽
 
 
 

牛
馬
 
牛
は
、
明
治
二
一
年
頃
四
〇
〇
頭
を
こ
え
て
い
た
が
、
同
二
七
年
以
降
三
二
〇
頭
前
後
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
全
期
間
 
 

を
通
じ
て
牡
と
牝
の
割
合
は
ほ
ぼ
三
〇
対
一
と
牡
が
庄
倒
的
に
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
農
耕
用
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

明
治
三
六
年
に
搾
乳
場
が
つ
く
ら
れ
、
以
後
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
乳
用
と
し
て
も
牛
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に
を
っ
た
。
搾
乳
場
は
、
福
 
 

垣
と
海
上
に
あ
っ
た
。
 
 
 

馬
は
、
明
治
二
九
年
頃
ま
で
は
五
〇
頭
前
後
で
あ
っ
た
が
、
以
後
ふ
え
始
め
、
同
三
八
年
に
は
急
増
し
て
い
る
。
馬
も
ま
た
午
と
 
 

同
じ
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
耕
作
用
に
用
い
ら
れ
、
一
部
が
運
搬
用
と
さ
れ
た
。
 
 
 

牛
馬
と
も
に
内
種
が
ほ
と
ん
ど
で
、
雑
種
、
外
種
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
（
表
璽
。
 
 
 

熊
野
村
に
は
屠
場
が
一
つ
あ
っ
た
が
、
牛
に
つ
い
て
の
頭
数
、
斤
軍
価
穎
は
そ
れ
ぞ
れ
月
平
均
三
頭
、
四
〇
〇
斤
、
一
六
円
、
 
 

馬
に
つ
い
て
の
そ
れ
ら
は
二
頭
、
八
一
斤
一
六
円
と
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
で
牛
馬
の
平
均
売
買
価
格
及
び
平
均
使
用
貨
価
格
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
平
均
売
買
価
格
で
あ
る
が
そ
の
推
移
は
図
⑭
の
 
 

よ
う
で
あ
っ
た
。
牛
馬
と
も
に
明
治
二
七
年
～
二
九
年
に
か
け
て
二
～
四
倍
と
急
騰
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
活
戦
争
の
軍
馬
と
関
係
 
 

が
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
一
日
の
平
均
使
用
貨
価
格
は
図
⑮
の
よ
う
で
あ
っ
た
：
」
れ
も
ま
た
明
治
二
八
年
頃
か
ら
急
 
 

果
物
 
熊
野
村
に
お
け
る
果
物
の
生
産
は
、
主
に
柿
（
生
柿
）
・
梨
盲
本
整
・
無
花
実
・
批
把
・
梅
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
 
 

か
に
は
少
量
の
夏
燈
、
桃
、
葡
萄
、
栗
を
ど
が
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
果
実
の
主
を
も
の
に
つ
い
て
の
収
穫
高
、
価
額
の
推
 
 

移
は
、
図
⑫
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表固 ③家畜数及び牛乳（熊野村）  

牛  馬  ′lニ  乳  

牝  牡  計  牝  牡  計  搾乳場  乳用牛 頭数  搾乳高  価 額   
20    406  406    45  45  （合）   （円）   

21    412  412  2  54  56  

23  4  381  385  3  47  50  

27  5  346  35］  50  50  

28  2  310  312  21  23  44  

29  2  310  312  20  25  45  

30  

31  3  310  313  5  73  78  

33  12  331  343  6  82  88  

34  12  333  345  2  91  93  

35    320  331  10  97  107  

14  322  336  ロ  137  138  2   4  20，800  832．000   

37  12  320  332  2  132  134  2   8  11，630  581．500   

38  14  327  341  4  2Z9  Z33  2   12  16，299  814．950   

39  14  327  341  3  229  232  2   12  15，524  768．125   

40  13  312  325  4  236  240  2   田  14，914  745．700   

41  13  312  325  4  236  240  2   7  11，498  574．090   

42    315  326    97  98  6  9，530  476．500   

43    315  326    130  131  7  8・910  445．500   
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山
林
、
林
産
物
 
 
 

山
林
 
熊
野
村
は
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
私
有
林
、
公
有
林
の
面
積
は
、
あ
わ
せ
て
一
、
0
0
0
町
弱
と
わ
ず
か
で
あ
っ
 
 

た
。
そ
の
面
相
は
ほ
ぼ
〓
疋
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
七
年
に
両
者
と
も
減
少
し
八
〇
〇
町
弱
と
な
っ
て
い
る
。
私
有
、
公
有
林
の
割
 
 

合
は
、
前
者
は
お
よ
そ
六
五
％
、
後
者
は
三
五
％
で
あ
っ
た
。
私
有
林
の
箇
所
数
は
、
公
有
林
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
多
く
、
そ
 
 

れ
ぞ
れ
五
、
五
〇
〇
ケ
所
、
一
二
〇
ケ
所
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
ケ
所
当
り
の
平
均
面
積
は
公
有
林
の
方
が
大
き
か
っ
 
 

た
。
し
か
し
一
段
歩
当
り
の
地
価
は
、
公
有
林
に
比
べ
私
有
林
は
二
倍
と
高
く
、
私
有
林
が
地
価
の
高
い
場
所
を
占
め
て
い
た
こ
と
 
 
 

僻
し
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
凄
い
の
は
、
人
夫
の
平
均
使
用
賃
怖
が
牛
馬
の
そ
れ
に
比
べ
か
を
り
低
い
こ
と
で
あ
る
。
乗
馬
と
比
べ
 
 

る
と
、
そ
の
三
分
の
一
と
い
う
安
さ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

家
禽
 
家
禽
に
は
、
鶏
と
繋
が
い
た
。
し
か
し
驚
は
明
治
四
四
年
に
わ
ず
か
に
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
鶏
の
飼
育
戸
数
は
、
多
 
 

い
と
き
 
（
明
治
四
四
年
）
は
三
九
〇
戸
に
の
ぼ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
は
と
ん
ど
（
九
五
％
以
上
）
は
一
〇
羽
未
満
の
 
 

小
規
模
を
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
四
年
に
は
一
〇
羽
以
上
五
〇
羽
未
満
の
も
の
が
、
前
年
ま
で
の
五
戸
か
ら
三
五
戸
へ
 
 

と
急
増
し
、
ま
た
一
〇
〇
羽
以
上
の
も
の
も
一
戸
を
が
ら
あ
ら
わ
れ
て
こ
の
頃
養
鶏
が
成
皿
ん
に
を
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

飼
育
戸
数
の
増
加
と
と
も
に
、
鶏
の
羽
数
、
価
柵
は
そ
れ
ぞ
れ
五
五
〇
羽
前
後
か
ら
二
、
0
0
0
羽
へ
四
〇
〇
円
か
ら
一
、
0
0
 
 

0
円
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
卵
の
個
数
に
は
増
加
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
こ
の
時
期
、
卯
用
で
は
を
 
 

く
肉
用
の
鶏
を
飼
う
家
が
ふ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

卯
の
個
数
は
、
明
治
三
七
年
を
除
け
ば
ほ
ぼ
五
万
個
で
〓
正
し
て
い
た
。
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醸
造
業
 
 
 

熊
野
村
の
醸
造
巣
と
し
て
は
、
酒
類
、
醤
油
、
味
噌
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
（
図
⑬
）
。
熊
野
村
に
は
酒
元
は
二
戸
あ
り
、
城
之
堀
と
 
 

初
神
で
そ
れ
ぞ
れ
操
業
し
て
い
た
。
資
料
か
ら
こ
れ
ら
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
戸
は
明
治
二
五
年
以
前
か
ら
操
業
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

そ
の
営
業
内
容
を
村
役
場
に
申
告
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
表
裏
）
。
他
町
村
と
の
輸
入
及
び
輸
出
が
行
を
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
仕
 
 

出
元
は
、
呉
、
矢
野
村
、
焼
山
村
、
田
口
村
、
熊
野
跡
村
、
四
日
市
、
賀
茂
郡
内
各
町
村
な
ど
で
あ
り
、
仕
向
先
は
、
広
島
市
、
矢
 
 

野
村
、
海
田
市
、
奥
海
田
村
、
黒
瀬
村
そ
の
他
の
賀
茂
郡
内
各
町
村
で
あ
っ
た
（
表
召
）
。
 
 
 

醤
油
の
醸
造
所
は
萩
原
に
一
戸
あ
っ
た
。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
哲
油
は
、
一
時
本
庄
村
へ
の
輸
出
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
 
 

ど
は
熊
野
村
内
で
消
費
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
他
市
町
村
か
ら
か
な
り
の
量
を
輸
入
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
仕
出
元
は
、
矢
 
 

野
村
、
海
田
市
、
焼
山
村
、
呉
港
、
広
島
市
を
ど
で
あ
っ
た
（
表
召
）
。
 
 

が
わ
か
る
。
 
 
 

林
産
物
 
伐
採
は
、
用
材
・
薪
炭
材
・
甘
を
ど
で
あ
っ
た
。
用
材
も
薪
炭
も
ほ
と
ん
ど
が
松
で
あ
っ
た
。
他
に
用
材
と
し
て
は
杉
、
 
 

栗
を
ど
が
あ
り
、
薪
炭
と
し
て
雑
木
が
あ
っ
た
。
ま
た
竹
は
主
に
苦
竹
、
八
竹
、
真
竹
が
伐
採
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

林
産
物
は
、
丸
材
・
角
材
・
下
草
・
竹
材
を
ど
で
そ
の
他
に
下
駄
材
・
石
類
（
花
崗
岩
そ
の
他
）
・
挽
木
を
ど
が
わ
ず
か
で
は
あ
 
 

る
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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主
要
輸
出
入
物
産
 
熊
野
村
の
輸
出
入
に
つ
い
て
み
よ
う
。
明
治
二
七
、
三
〇
、
三
六
年
に
お
け
る
輸
出
入
品
目
は
表
四
の
よ
う
 
 

で
あ
っ
た
。
輸
出
品
目
は
、
米
、
麦
類
、
豆
類
と
い
っ
た
農
産
物
と
工
産
物
と
し
て
の
筆
及
び
若
干
の
織
物
で
あ
り
、
そ
の
品
目
数
 
 

は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
輸
入
品
目
は
筆
毛
、
酒
類
、
魚
類
を
は
じ
め
、
塩
、
砂
糖
、
炭
、
薬
種
を
ど
と
い
っ
た
日
常
品
 
 

が
あ
り
、
多
品
目
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
筆
毛
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
が
加
工
品
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
熊
野
村
の
産
業
に
お
 
 

い
て
輸
出
し
う
る
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
た
も
の
は
、
筆
製
造
業
を
除
け
ば
、
酒
醸
造
業
及
び
米
、
麦
類
、
豆
頬
を
ど
の
農
産
物
等
に
 
 

限
ら
れ
、
そ
の
他
多
く
の
も
の
は
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
表
遡
）
。
 
 
 

次
に
輸
出
入
額
の
推
移
で
あ
る
が
、
図
⑬
⑳
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
輸
出
額
、
輸
入
碑
と
も
に
ほ
ぼ
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
輸
出
額
に
 
 

ぉ
い
て
主
を
品
目
は
、
筆
、
米
、
酒
類
で
あ
っ
た
。
輸
出
額
合
計
が
明
治
三
〇
、
三
一
年
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
二
 
 

九
年
に
米
が
不
作
で
あ
り
、
米
の
輸
出
額
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
同
三
一
、
三
三
年
に
か
け
て
輸
出
押
合
計
は
五
万
円
 
 

弱
か
ら
三
八
万
円
へ
と
七
倍
以
上
の
急
激
を
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
筆
の
輸
出
額
の
増
加
に
卑
ブ
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
の
 
 

二
年
間
で
二
九
万
円
強
も
増
加
し
て
い
る
。
輸
入
額
に
お
い
て
高
額
な
品
目
は
、
酒
類
、
魚
類
、
筆
毛
、
羞
な
ど
で
あ
っ
た
。
輸
入
 
 

額
合
計
も
ま
た
明
治
三
〇
、
三
一
年
の
両
年
に
減
少
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
輸
出
額
の
減
少
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
 
 

し
全
体
的
に
み
る
と
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
て
い
た
。
 
 
 

明
治
二
五
年
～
三
五
年
に
お
い
て
常
に
輸
出
額
が
輸
入
額
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
差
額
は
同
三
一
年
ま
で
は
二
万
円
程
度
で
 
 

あ
っ
た
が
、
同
三
三
年
以
後
三
三
万
円
と
急
激
に
増
大
し
て
い
る
。
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表巨ヨ 紙製造（熊野村）  

数 呈這   
価額  内   国   向    地名  戸数     敦：遍  価額  仕向地   

明治42  Z4，000枚  39  24，000  39  本村内  新宮  
43  28，000   40  28，000  40  

表回 木綿織憮野村）  

製造戸数  職工  数 量  概 価   販  路   
明治21年木綿織物  4，100反  

22′ン  1，800  
24白木綿  1，800  

150   180  3，000   
26く崇歪諾  610   2．000  500  村内各戸自用   
27 木綿織  400   600   4，930  2，610   ケ 広島市   
？8   ノシ   40（500台）  470（全女）  3，990  2，140  

工
産
物
 
（
筆
を
除
く
）
 
 
 

熊
野
村
に
お
け
る
工
産
物
と
し
て
紙
、
薬
子
、
白
木
綿
、
木
綿
織
範
な
 
 

ど
が
あ
っ
た
。
紙
の
製
造
所
は
新
宮
に
〓
戸
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
産
高
、
 
 

価
額
と
も
に
わ
ず
か
で
、
す
べ
て
が
熊
野
村
内
で
消
費
さ
れ
た
。
 
 
 

ま
た
そ
れ
は
広
島
市
や
賀
茂
郡
、
高
田
郡
、
伊
漁
を
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
 
 

て
い
た
。
菓
子
製
造
も
一
戸
の
み
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
産
高
、
 
 

価
額
は
ほ
ぼ
〓
疋
で
、
ほ
と
ん
ど
が
熊
野
村
内
で
消
費
さ
れ
て
い
た
と
思
 
 

わ
れ
る
。
白
木
絹
、
木
綿
織
は
、
製
造
戸
数
、
職
工
と
も
に
か
な
り
の
数
 
 

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
販
路
は
熊
野
村
内
及
び
広
島
方
面
で
あ
っ
た
。
し
か
 
 

し
そ
れ
は
 
「
村
民
農
家
ノ
手
織
り
」
で
あ
り
農
業
の
余
暇
に
生
産
さ
れ
る
 
 

も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
 
「
産
出
高
ハ
至
テ
少
数
」
で
あ
っ
た
。
 
 
 

養
蚕
 
熊
野
村
で
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
秦
蛋
が
営
ま
れ
て
い
た
。
 
 

春
蚕
と
秋
蚕
が
み
ら
れ
、
前
者
が
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。
春
蚕
の
飼
養
 
 

戸
数
及
び
各
繭
の
生
産
量
は
、
図
⑳
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
明
治
三
四
年
ま
 
 

で
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
が
、
同
三
六
年
に
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

主
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
繭
で
、
玉
繭
、
出
殻
繭
、
屑
繭
は
わ
ず
・
㌦
 
 

し
か
生
産
さ
れ
て
い
を
い
。
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明
治
三
九
年
当
時
の
銀
行
の
金
利
歩
合
を
記
録
に
よ
っ
て
み
る
と
、
年
利
で
は
一
、
0
0
0
円
に
対
し
日
誓
竺
割
八
厘
（
最
低
一
 
 

別
）
∵
0
0
円
に
対
し
最
高
一
別
四
歩
六
原
 
（
最
低
一
別
二
歩
七
厘
）
 
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
歩
に
つ
い
て
は
、
一
、
0
0
0
円
に
対
 
 
 

熊
野
村
の
金
融
業
 
 
 

熊
野
村
に
は
金
融
業
と
し
て
は
銀
行
と
質
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
一
店
舗
ず
つ
あ
っ
た
。
本
社
が
賀
茂
郡
内
海
町
に
あ
る
株
式
会
社
賀
茂
 
 

銀
行
 
（
明
治
四
一
年
一
月
四
R
設
立
）
 
の
熊
野
支
店
で
あ
る
。
 
 

積
立
金
 
 

利
益
配
当
割
合
 
牢
八
分
（
E
二
年
下
李
）
 
 

会
社
種
類
 
 

会
社
名
称
 
 

所
在
地
名
 
 
 

設
立
年
月
日
 
 
 

営
業
目
的
 
 

資
本
金
 
 
 

株
式
会
社
 
 

株
式
会
社
賀
茂
銀
行
 
 

広
島
県
賀
茂
郡
内
海
町
 
 
 

明
治
同
一
年
一
目
四
日
 
 
 

銀
行
業
 
 

総
 
 
聯
 
五
〇
万
円
 
 

‥
 

払
込
済
紳
一
二
万
五
千
円
 
 
 

万
円
 
 



し
て
最
高
三
銭
（
最
低
二
銭
八
厘
）
、
一
〇
〇
円
に
対
し
て
最
高
三
縄
八
厘
（
最
低
三
縄
五
厘
）
で
あ
っ
た
。
 
 
 

明
治
三
九
年
ご
ろ
の
質
屋
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
を
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
 
 

質
屋
の
金
利
歩
合
（
月
利
）
は
、
一
〇
円
に
対
し
て
最
高
二
割
五
歩
（
最
低
八
歩
）
、
五
円
に
対
し
て
日
誓
同
二
割
五
歩
（
最
低
二
割
 
 

五
歩
）
、
一
円
に
対
し
て
最
高
三
剖
（
最
低
二
割
二
歩
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
比
較
の
た
め
に
銀
行
と
質
屋
の
金
利
を
年
率
に
換
算
し
 
 

て
み
る
と
、
銀
行
の
金
利
は
最
高
で
一
三
・
八
七
％
最
低
で
一
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
質
屋
の
金
利
は
最
高
二
六
四
％
、
最
低
九
 
 

六
％
と
な
る
。
現
在
の
サ
ラ
金
で
も
最
高
年
率
一
〇
九
・
五
％
（
法
定
金
利
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
当
時
の
小
口
民
間
金
融
 
 

の
高
利
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

質
屋
の
貸
付
金
（
明
治
三
九
）
 
（
明
治
凹
二
）
 
 

一
 
 

一
 
 

店
数
 
 

五
三
九
円
 
六
九
〇
円
 
 

貸
出
高
 
 

三
〇
九
円
 
四
二
〇
円
 
 

安
戻
高
 
 

六
円
 
一
五
円
 
 

涜
質
高
 
 

二
二
四
円
 
二
五
五
円
 
 

年
末
現
在
 
 

受
戻
高
に
対
す
る
利
子
 
四
〇
円
 
七
」
円
 
 

88  



明
治
ニ
ー
年
 
 
 

明
治
二
二
年
 
 

明
治
二
七
年
 
 
 

明
治
二
八
年
 
 
 

明
治
二
九
年
 
 
 

明
治
三
〇
年
 
 
 

明
治
三
一
年
 
 
 

明
治
三
二
年
 
 

明
治
三
四
年
 
 
 

明
治
三
五
年
 
 
 

明
治
三
六
年
 
 
 

明
治
三
七
年
 
 
 

明
治
三
八
年
 
 
 

明
治
三
九
年
 
 
 

明
治
四
〇
年
 
 史

料
一
覧
 
 

統
計
調
査
蓑
村
控
 
 

統
計
調
査
表
村
控
 
 

統
計
報
告
跡
綴
 
 

統
計
報
告
跡
綴
 
 

報
告
跡
綴
 
 

統
計
報
告
跡
綴
 
 

統
計
報
告
事
跡
綴
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

明
治
四
一
年
 
 
 

明
治
四
二
年
 
 
 

明
治
四
四
年
 
 

統
計
報
告
事
跡
 
 

報
告
事
跡
 
 

統
計
報
告
事
跡
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